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集会のプログラム 
 

 

日 時  2025年６月５日（木）12：00～13：00 

場 所  参議院議員会館・B104会議室、WEB会議 

主 催 「保険で良い歯科医療を」全国連絡会 

 

 

 

 

 

 

 

12：00  開会あいさつ （雨
あま

松
まつ

 真
ま

希人
き と

 さん 連絡会会長） 

       補足発言 （宇佐美
う さ み

 宏
ひろし

 さん 連絡会副会長） 

 

 12：10  各地・各分野からの発言 

      ○ 寺崎
てらさき

 由郎
よ し お

 さん 

        患者さんからの声 

   

○ 森田
も り た

 晃
こう

市
いち

 さん 

        つるが生協在宅総合センター和・所長 

 

○ 白岩
しらいわ

 一心
かずむね

 さん 

        兵庫県保険医協会副理事長 

        「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会世話人 

 

           

      ※随時、ご出席の国会議員あいさつ、（適宜、署名提出） 

      ※時間があれば、フロアからご発言 

 

12：55  閉会あいさつ （岩下
いわした

 明夫
は る お

さん 連絡会副会長） 
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「保険でより良い歯科署名 6.5提出集会」へのメッセージ一覧 
（2025年 6月 4日 11時 30分現在） 

 

◆西川 将人 衆議院議員（立民・比例北海道） 

歯科医療は、「口腔の健康」を超えて、全身の健康維持や生活の質向上に不可欠な社

会基盤であり、命を守り、健康寿命を支える国家的インフラのはずですが、現行制度

において、患者の窓口負担の重さ、保険適用範囲の拡大、そして診療報酬や財政支援

の不十分さといった課題が、必要な医療へのアクセスを阻み、国民の健康格差を拡大

させています。 

この署名活動は、「患者負担の軽減」「保険制度の適切な拡充」「歯科医療への公的財

源の充実」を国に求めるものです。 

特定の業界の声にとどまらず、すべての人々の健康と尊厳を守るための、社会全体

への切実な呼びかけ、誰もが安心して歯科医療を受けられる持続可能な体制を求め、

この趣旨に心から賛同し、実現に向け全力で取り組みます。 

 

◆阿部 知子 衆議院議員（立民・神奈川 12 区） 

ウクライナでもガザでも無差別攻撃によって多くの非戦闘員が犠牲になっていま

す。そんな中、メディカルエバキュエーション（医療避難）でかろうじて生命をつな

いだ患者さんの多くが歯科の疾患をかかえて治療に苦慮しておられます。歯は生命を

つなぐ大切なもの、どんな国にあっても皆さんのご活躍に期待しています。 

 

◆杉村 慎治 衆議院議員（立民・埼玉 9区）  

本日の「保険で良い歯科医療を求める集会」のご盛会、誠におめでとうございます。 

国民の身体の健康水準の維持・向上には、口腔の健康水準を維持・改善することが

必要不可欠であるとの認識が高まる中、口腔の健康維持に広く保険が適用されなけれ

ば、国民の身体の健康を保つことは難しいことは明らかです。 

本日の集会のご盛会を通じ、歯科医療への保険適用拡大への国民の統一的思想の形

成につながるよう、心から祈念申し上げます。 

 

◆岡田 華子 衆議院議員（立民・青森 3区）  

本日の集会が実り多きものとなりますようご祈念申し上げます。 

 

◆神谷 裕 衆議院議員（立民・北海道 10区）  

口腔の健康と、全身の健康の関係性に国民の関心が年々高まっています。にもかか

わらず歯科技工士不足が深刻化し、歯科医療をめぐる現状は厳しさを増しており、課

題が山積しています。 

このような状況を打破すべく、貴連絡会が「お金の心配をせず、保険で良い歯科治

療」を受けられるよう、署名や国会議員への要請等に地道に取り組んでこられたこと

に、心から敬意を表します。 
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私も皆様の思いを一歩でも前に進められるよう引き続き努力してまいります。 

貴連絡会の益々のご発展と、本日お集まりの皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上

げ、メッセージとさせていただきます。 

 

◆青山 大人 衆議院議員（立民・茨城 6区） 

健康は歯の健康から始まると言っても過言ではなく、国民の健康に日々多大なる貢

献をされている、歯科医師、歯科技工士、歯科医療従事者の皆様には深く感謝申し上

げます。歯科医療を取り巻く課題を改善し、皆様と共に尽力してまいります。 

 

◆高松 智之 衆議院議員（立民・東京 28区） 

歯科医療を全面的に応援していきます。 

 

◆馬淵 澄夫 衆議院議員（立民・奈良１区） 

 日頃のご尽力に敬意を表します。 

 残念ながら署名提出集会に参加することができません。請願の紹介議員はぜひお受

けしたいと存じます。国会事務所まで署名をお届けいただければ幸甚です。 

 

◆谷田川 元 衆議院議員（立民・比例南関東） 

「保険で良い歯科医療を」目的として、奮闘されている皆様に深甚なる敬意を表し

ます。 

歯科医療の保険適用拡大や患者窓口負担割合の軽減に向けて、ともに頑張りましょ

う。 

 

◆橋本 幹彦 衆議院議員（国民・埼玉 13区） 

皆さまのご尽力に心より敬意を表します。口内衛生は全身の健康と密接に関わって

おり、誰もが安心して歯科治療を受けられる環境の整備は喫緊の課題です。歯科技工

士の人材確保や保険の拡大に向け、皆様に連携して取り組んで参ります。 

 

◆西岡 秀子 衆議院議員（国民・長崎 1区） 

「保険で良い歯科医療を」全国連絡会・「保険で良い歯科署名提出集会」の開催にあ

たり、ご挨拶を申し上げます。 

皆様には、日頃より、歯科の保健・医療制度全般の改善のためご尽力頂いておりま

す事に感謝を申し上げます。 

依然として、燃料油、エネルギー価格・原材料価格をはじめとしてあらゆる物価が

高騰しており、国民生活、地域経済に深刻な影響を与え続けております。 

貴連絡会の皆様におかれましても、歯科用貴金属、歯科材料、光熱水費の高騰等が

経営に深刻な影響を及ぼしている事を認識致しております。また、近年、歯科技工士

不足も深刻な状況です。 

物価高勝対策の強化はじめ諸課題解決に向け引き続き取り組んで参ります。 
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これからも、皆様のご指導を賜わりながら、乳幼児から高齢者までの歯科の保健・

医療制度全般の改善の為に全力で働いて参ります。 

本集会が実り多きものとなりますよう祈念申し上げますと共に「保険で良い歯科医

療を」全国連絡会の益々のご発展とご参加皆様のご活躍ご健隊をお祈り申し上げます。 

 

◆やはた 愛 衆議院議員（れいわ・比例近畿） 

「保険で良い歯科医療を」全国連絡会の皆様が、歯科医療従事者や患者の皆さまの

ために、日々ご尽力されていることに深く敬意を表します。 

れいわ新選組は、国費を投じて医療と社会保障を充実させること、医療従事者の皆

さまの処遇を大幅に改善することなどを基本政策に掲げています。 

私、やはた愛も、厚生労働委員として、誰ひとり取り残さない社会を目指し、医療

現場の負担軽減や処遇改善を訴えてまいりました。今後も、国による積極財政で予算

拡大、保険制度の改善・医療従事者の処遇改善などを引き続き訴えてまいります！ 

最後に、ご臨席の皆様方の更なるご活躍並びに、ご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、

私からの激励と連帯のメッセージとさせていただきます。 

 

◆佐原 若子 衆議院議員（れいわ・比例東北） 

歯科医療の現場で働く皆様の環境、条件、待遇の改善、そして患者様の健康のため

に、日々ご活動いただいている皆様に心から敬意と感謝を申し上げます。 

多くの署名に反映された声…”歯科医療における窓口負担の軽減、保険適用の拡大、

予算の拡大”を国会へ届けて参ります。全ての方々の良い歯実現のために私も力を尽

くしてまいります。 

 

◆堀川 あきこ 衆議院議員（共産・比例近畿） 

歯科医療制度の改善、歯科医療従事者の処遇改善をめざし奮闘されている皆さまに

心から敬意と感謝を申し上げます。 

先日、歯科医療に携わる皆さまと懇談させていただく中で、口の中を見るとその人

の生活や困窮がよくわかるというお話を伺いました。経済的理由や労働環境によって、

早期受診が困難になり、口腔崩壊とも言える状況に陥っているという切実な実態でし

た。 

口腔環境の悪化が全身の健康にも影響を及ぼします。 

歯科医療の充実を図り、国民の健康を守るため力を尽くしていく決意です。 

 

◆塩村 あやか 参議院議員（立民・東京） 

国民の健やかな生活を守ることは、政治の大切な役割のひとつです。口腔の健康は

全身の健康にも深くかかわっていると伺っており、私も日に３回歯を磨くように心が

けております。 

より良い歯科医療の実現に向けて活動されている皆さまに深く敬意を表しますと

ともに、皆さまの不安や懸念が解消され、国民の健康増進に資する保険・医療体制が
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実現されるように、私も全力を尽くしてまいります。 

皆さまのさらなるご発展とご多幸を、心よりお祈り申し上げます。 

 

◆山添 拓 参議院議員（共産・東京） 

私自身も歯科に大変お世話になっています。集会ご参加のみなさんに敬意を表しま

す。歯科技工士の不足は歯科医療そのものを揺るがす事態となりかねず、就業環境の

改善が急務です。患者負担を増やさずに保険適用を拡大し、「保険で良い歯科医療を」

提供できるよう、ともに声を上げます。 

 

◆山下 芳生 参議院議員（共産・比例） 

皆さんの長年にわたる「歯科医療従事者の技術と労働の適正な評価、経営と生活の

確保」や「保険で良い歯科医療」の提供のための奮闘に心からの感謝と敬意を表しま

す。 

物価高の中、国民の歯科医療の受診抑制が広がっています。歯科材料・光熱費等の

物価高騰に対応可能な歯科医療機関への十分な財政支援、歯科医療従事者、特に歯科

技工士の処遇改善、患者・利用者の負担減を実現し、「いつでも、どこでも、だれでも」

安心して歯科医療が受けられる社会をともに実現しましょう。 

みなさんの運動と組織がますます発展することを願ってメッセージとします。 

 

◆伊藤 岳 参議院議員（共産・埼玉） 

患者さんのより良い受診環境をつくるためにご番闘されているみなさんに心から

敬意を表します。 

あらゆるものの物価が高騰するもと、節約に節約を重ねる日々です。経済的理由な

どによる未受診が広がり、治療の中断は深刻さを増しています。患者窓口負担の引下

げは急務です。 

歯科の公的医療費抑制で保険の範囲は広がらず、歯科診療報酬は低く抑えられたま

まです。これでは歯医者さんも安心して質の高い技術を提供することができません。

保険適用の拡大と歯科医療への予算を拡大し、ケア労働に携わるみなさんの労働条件

を改善していくべきです。 

「いつでも、どこでも、誰でも、お金の心配をしないで受診できるようにしてほし

い」という切実な願いを受け止め、ご一緒に頑張る決意です。 
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愛知連絡会 いい歯デー街頭宣伝を開催 
 

保険医協会も参加する「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会は、11月３日（日）に、名古

屋栄の三越前で「いい歯デー街頭宣伝」を行った。 

当日は、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、連絡会参加団

体の構成員ら９人が参加し、「保険でより良い歯科医療を求め

る」請願署名 38筆を集約し、署名入りポケットティッシュ 230

個を配布した。 

宣伝行動では、江原雅博連絡会会長をはじめ歯科医師３人が

交代でマイクを握り、歯科医療が抱える現状を伝え、署名への

協力を訴えた。 

歯科医療機関をめぐる状況をみると、マイナ保険証などの医

療ＤＸが押し付けられる中、設備投資の負担に耐えられない医

療機関が多数廃業。愛知県の歯科医療機関数は最も数が多かっ

た 2017年に比べて 50件近く減っており、地域の身近な歯科医

療機関を受診しづらくなっている現状がある。そして、日本の

歯科医療費の総額は 20年以上ほとんど変化がなく、物価高で

生活が厳しい今こそ「保険でより良い歯科医療」を受けられる

ように、国は医療・歯科医療に必要な予算をきちんと確保する

べきであり、ぜひ署名に協力してほしいと訴えた。 

連絡会では、今後も健康講座などを通じて歯科医療の重要性

を市民に届ける活動を継続していく。 

2024年 12月 4日・水 発行：「保険で良い歯科医療を」全国連絡会 

愛知協会では、署名用紙、リーフ、署名送付用封筒、三角

ポップを一緒に詰め、一式セットにした宣伝物を配布してい

ます。ポップは愛知協会で作成されたものです。 

６月の国会提出に向けて、署名のご協力をよろしくお願い

いたします。 

宣伝物の紹介 
◀宣伝物 

▼三角ポップ 
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大分連絡会 

「歯のなんでも電話無料相談」を開催 
市民からの歯の悩み・相談に対応 

 大分県保険医協会は、昨年 10月６日（日）に「保険でより良い歯科医療を」大分県連絡会との

共催により「歯のなんでも電話無料相談」を開催した。 

 当日は会場の大分県保険医会館内会議室に電話機２台を設置し、午前 10時から午後４時までの

間、６名の会員歯科医師が歯や口腔内に関する悩みや相談に対応した。 

 

寄せられた相談内容と反応 

 今回の相談者数は 10名、20歳代

から 70歳代までの幅広い年齢層から

歯にまつわる相談や悩みが寄せられ

た。 

40代の女性からは「複数の歯科医

院にて歯のクリーニングを受けた

が、歯科医院によってクリーニング

の手法はそれぞれ異なる。１番適切

なクリーニングの方法はどういうも

のか教えてほしい」、50代の女性か

らは「長期間にわたり補綴物等を使用しているが、金属アレルギーを発症する可能性はあるか」、

同じく 50代の女性から「19歳の娘さんの歯ぎしりについて」、70代の女性からは「上下総義歯を

使用中であるが、顎の骨がどんどん痩せていくのではないかと心配」等、歯にまつわる市民から

の切実な悩みに会員歯科医師が丁寧に対応し、相談者からは安心した様子がうかがえた。 

 

2025年 1月 8日・水 発行：「保険で良い歯科医療を」全国連絡会 

今年も、保険で良い歯科医療推進のために 

一緒に活動していきましょう！ 
！ 
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②事前・事後アンケートの実施 
 

 

 

 

 

 

 

保険でよい歯科署名 街頭宣伝スタート🌸 
大阪連絡会は、署名活動推進のために３月より協会理事会前宣伝（第２土曜日・13時

～なんば周辺）、お大師宣伝（毎月 21日・午前中 四天王寺周辺）をスタートさせまし

た。２つの宣伝で 50筆を超える署名が集まり、多くの市民とも対話できました。 

連絡会では４月・５月も宣伝を計画しています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

署名集約数：約 5000筆（協会：2518筆、民医連 2500筆） 3/24現在 

目標３万筆達成に向けて頑張っています！ 

2025年 3月 25日・火 発行：「保険で良い歯科医療を」全国連絡会 

３月 8日理事会前宣伝 ドクター６人が参加し 14筆が集まりました。 
 

３月 21日お大師宣伝 ドクター１人が参加し 41筆が集まりました。 
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保団連の機関紙の全国保険医新   

聞（4/15 号）で、「保険で良い歯

科」の各県連絡会の結成を呼びかけ

る記事を掲載しました。森元主税保

団連副会長に執筆いただきました。

ご覧ください。 

2025年 4月 16日・水 発行：「保険で良い歯科医療を」全国連絡会 

4/15 号全国保険医新聞 

 

各協会・医会、連絡会でおこなった歯科に関

する活動や取り組みがございましたら、鈴

木榛夏（h_suzuki@doc-net.or.jp）まで、

原稿をお寄せください。歯科ニュースに掲

載し、全国で共有いたします。写真もあれ

ば、原稿と一緒にお送りください。よろしく

お願いします。 
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いよいよ、署名活動スタート！ 

ピカえもん 

皆さん、いよいよ「保険でより良い歯科医療を求める署名」が本格的にスタートします！ 

この活動は、私たちだけでなく、人々の健康と福祉に関わる重要な取り組みです。 

「保険で良い歯科医療を」全国連絡会に結集し、2025年 6月通常国会にむけ、全国で頑張りましょう！ 

さまざまな問題がある中ですが、だれもが安心して歯科医療を受けられる社会を実現するためには、 

私たちの声を国に届ける必要があります。 多くの方に署名を呼びかけ、前に進んでいきましょう！ 

署名活動は、私たちの声を国に届けるための最も効果的な手段の一つです。 

10/27（日）投票の衆議院選挙では、ホントに聞く耳をもった候補者を国会へ！

【こんな問題があります】 他にもたくさん、ありますよねえ

・自己負担増による受診抑制:治療費を心配した多くの患者さんが、必要な歯科治療を諦めています。

・歯科医療機関の継続難:低い診療報酬で歯科医療機関の継続が厳しくなり、地域での歯科医療の提供が 
困難になる可能性があります。 

・歯科医療従事者の不足:低い待遇や過重労働により、歯科医療従事者が不足し、質の高い歯科医療の提供が 
困難になります。 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2024年 10月 15日 発行人：岩下明夫 

署名到達数 

開始！/目標 20 万

【請願項目は、下記の3点です！】 

●お金の心配をせず、安心して歯科医療が受けられるよう、窓口負担割合をさげてください

●健康保険で受けられる歯科治療の範囲を広げてください

●歯科医療の充実に必要な国の予算を大幅に増やしてください

キックオフ集会 
★全日本民医連歯科部 

10/19（土）12：45～13：15 Web 開催（Cisco Webex Meetings） 

★「保険で良い歯科医療を求める」全国連絡会 

11/2（土）16：00～18：30

しーちゃん 

いよいよ、署名活動スタート！ 

↓今度はコレ！

10/27(日)衆議院選挙 いのちとくらしにお金を使う政治へ転換を

17



当院では、職場会議で「保険でより良い歯科医療を求める」請

願書名についての学習会を社保委員会中心に行いました。最初に砂

田所長・齋藤事務長から近年の歯科医療についての問題点や歯科署

名の重要性などの想いを伝え、その後 3つのグループに分かれ SGD を行いました。討議

内容は保険適用範囲が拡大した場合のメリット・デメリット、日常診療で感じる疑問点

や診療報酬制度に対する不満などについて積極的な意見交流を行いました。また配布シ

ールの QR コードから視聴できる YouTube 動画やリーフレットを参考にしながら訴え

るポイントについて確認しました。SGD の報告では、署名を呼びかける上では『治療

費負担の引き下げ』や『保険適用範囲の拡大』により『今より歯科にかかりやすくな

る』という意見があがりました。 

署名のお願いの方法に関して、診療室での声掛けが一番効果がでるのではないかという意見が多く、チ

ェアーごとに署名用紙を準備して声掛けを行うことにしました。 

今後、他事業所へは署名のお願いニュースを発行し、地域の組合員さんには集いの場へお願いに行くこ

となど、診療所外での取り組みも予定しています。 

今年度、生協へいわ歯科診療所は開設 30 周年を迎えました。この間、経営状況の悪化や医師不足、新型コロナウイ

ルス感染症など様々な問題に直面してきました。その中でも私たち歯科職員は地域に出て、口から食べることの大切

さ、オーラルフレイル予防などについての話を続け、また急性期、回復期の病院との医科

歯科連携を積極的に継続してきたことで経営も改善してき

ました。歯科署名の取り組み時期になると各方面から歯科

医療の改善に向けてたくさんの声を頂きます。今後もへい

わ歯科の医療活動を 40年、50 年と続けていくためにも

この歯科署名は重要な役割を担っていると思います。 

香川県唯一の民医連歯科事業所としてしっかり歯科医療の大切さを訴え、

そして私たち自身が働きやすい歯科医療の実現に向け全職員一丸となって目標達成目指

して頑張ります。 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2024年 10月 30日 発行人：岩下明夫 

生協へいわ歯科診療所（香川）の取り組み 

「署名キックオフ集会」の動画をホームページへアップしました！ 

10/19（土）に「保険でより良い歯科医療を求める」請願書名キックオフ集会を Web で開催し、69 会場から 200 名

以上が参加しました。行動提起、各地の取り組みの報告があり、来年 5月までの署名運動がスタートしました。 

集会動画・資料をホームページへ掲載しましたので、学習会等でご活用ください。 

【掲載場所】 
歯科部ホームページ（https://www.min-iren.gr.jp/shika/index.html）→情報ページ→■保険で良い歯科医療を

→■第46期

＊署名到達を毎月末に歯科部までお寄せください。学習計画・目標を立て、職員で共有しましょう。 

＊歯科署名用紙の追加発送を受け付けています。歯科部事務局までご連絡ください18



今回は当法人尼崎医療生協の本田（ほんでん）診療所（内

科、小児科、整形外科）で、毎回、署名目標を超えてたくさ

ん集めているそのテクニックについてご紹介します。 

前回、2023 年 2 月～2023 年 5 月の署名では、目標数 100

筆に対して、193 筆もの署名が寄せられました！ 

尼崎医療生協の「大腸がん検診キャンペーン」と期間が重なることを利用し、「大

腸がん検診キャンペーン」のキット（写真参照）に署名を同封しています。署名をご自宅で記

入後、返信用封筒にて返送しているため、効率よく署名に協力していただいています。 

今年も 10 月からスタートしています！！ 

また、この歯科署名については組合員、患者、皆さんに快くご協力い

ただいています。 

このような工夫を加えて歯科事業所だけでなく、各法人の事業所利用

の患者さんに署名のご協力を広げてゆきましょう！ 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2024年 11月 15日 発行人：岩下明夫 

署名到達数 
(11/14時点)

1,166筆/目標20万 

生協歯科（兵庫・尼崎）の取り組み 

※「大腸がん検診キャンペーン」とは、毎年10月～2月の期間に早期発見で手遅れの大

腸がんをなくすための取り組みです。当法人では組合員は無料で検査を受けることがで

きます

本田診療所の田付事務長に 

200％近い達成の秘訣を伺いました

「保険で良い歯科医療を」全国連絡会主催 「署名推進キックオフ集会」を開催しました！ 

11/2（土）に標記集会を開催し、主催者会場と全国 40 か所を繋ぎました。集会では、歯科医療情勢や歯科医師、

歯科技工問題、子どもの歯科矯正保険適応拡大を求める運動の取り組み等を共有しました。歯科医療改善の運動を

進める機会とし、来年 5月まで全国で取り組んでいくことを確認しました。 

 署名到達を毎月末に歯科部までお寄せください。学習計画・

目標をたて、職員で共有しましょう 

 署名用紙の追加発送を受け付けています。歯科部事務局まで

ご連絡ください 
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診療室では患者さん一人一人に署名用紙を渡しています 

署名用紙を渡したらその患者さんのカルテファイルに

「２５ホ」と記入します。（「２０２５年保険でより良い歯科医

療を求める請願署名」の略）2021 年、2023 年の署名

行動の際にも同じ取り組みをしていましたので、右の画

像のように、「２１ホ」「２３ホ」と書かれているカルテファイ

ルも多数あります。患者さんにもお馴染みの署名となっていて毎回快く協力していただいています。１１月

末で774筆集まりました！ 

10月の健康まつりでも署名を集めました。 

これからも班会や集会などで広めていきます。

11/14 に全日本民医連事務局が入るビル（平和と労働センター）の団体へ

岩下部長、西澤次長が署名協力の呼びかけを行いました。館内には、全国労働

組合総連合（全労連）、労働者教育協会、日本国民救援会、原水爆禁止日本協

議会、治安維持法犠牲者国家賠償請求同盟、日本美術会等があります。各団

体の県・支部へも呼びかけをお願いしていますので、県連、法人、事業所でも

県内の団体へ署名を呼びかけ、取り組みを進めましょう！ 

「ピカえもん」カレンダー

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2024年 11月 29日 発行人：岩下明夫 

北生協歯科（愛知）の取り組み 

「ピカえもん」キーホルダー

健康まつりの署名コーナー！ 署名シール活用して 

「ピカえもん」オリジナルグッズを作っています！

署名到達数 
(11/28時点)

5,032筆/目標20万 

 署名到達を毎月末に歯科部までお寄せください（別添の Excel

表）。学習計画・目標をたて、職員で共有しましょう 

 署名用紙の追加発送を受け付けています。歯科部事務局までご

連絡ください 
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11/2（土）、保険で良い歯科医療を全国連絡会総会の前

に、新宿南口で「いい歯デー宣伝行動（11/8 のイイハ）」を

東京民医連歯科部と東京歯科保険医協会を中心に16名で

行いました。当日は小雨模様のあいにくの天気でしたが、レ

インコートを着て風船配りをしながら歯科署名を訴えまし

た。1時間程度の行動でしたが雨にも関わらず「11筆」の署

名が寄せられました！

 東京・相互歯科での取り組み紹介！ 

相互歯科では、事業所内の Dr・DH・DT・事務と管理で月間と歯科署名の「実行

委員会」をつくり、診療室での訴え・全友の会会員への郵送のほか、地域の大手スー

パーでの医療相談会、東京土建が開催した「どけんフェスタ」など、歯科署名用紙を持って出ていくように

取り組んでいます。

保険で良い歯を東京連絡会「いい歯デー宣伝行動」 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2024年 12月 13日 発行人：岩下明夫 

署名到達数 
(12/12 時点)

14,093 筆/目標20万 

 署名到達を毎月末に歯科部までお寄せください。学習計画・目

標をたて、職員で共有しましょう 

 署名用紙の追加発送を受け付けています。歯科部事務局までご

連絡ください 

片桐事務長は病院前で訴え 矢ヶ部事務主任は相談会でお願い 園田所長・本間医局長・小渕DH

課長・篠原DH・中村DT主任は

どけんフェスタで 

「共同組織拡大強化月間」と合わせて、医療懇談会・健
康相談会、どけんフェスタなどで署名展開しています！
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群馬での取り組み紹介！ 

★署名到達を毎月末に歯科部までお寄せください。学習計画・ 

目標をたて、職員で共有しましょう 

★署名用紙の追加発送を受け付けています。 

歯科部事務局までご連絡ください 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2024年 12月 26日 発行人：岩下明夫 

署名到達数 
(12/25 時点)

21,220 筆/目標20万 

例年の取り組みからさらに幅広いアピールを目指し

て、管理会議の議題として検討しました。組合員さん

に対しては、法人のくらしサポートセンターに相談

し、次のように働きかけを依頼する方向となっていま

す。 

① 理事会組合員活動委員会で組合員さんへの協力依

頼を行う 

② 正副支部長会議等の組合員さんの会議で協力依頼

を行う。 

また、法人内の職員への協力依頼として、社保委員

会で各事業所での協力依頼を行う予定としました。 

利根歯科診療所 

生協みなかみ歯科 協立歯科クリニック 

①法人内：法人常勤役員会で取り組みを確認。生協

本部協力のもと、法人内全事業所へ署名用紙を配

布し取り組みを開始。 

② 地域：組合員活動課協力のもと、支部代表者会議

等を通して各支部へ署名協力を依頼。法人機関紙

上でも署名を紹介。 

③ 事業所内：署名用紙とリーフレットを待合室に設

置。生協強化月間終了後の来年1月から患者さ

んへの声掛けを始める予定。 

はるな生協歯科 

①全職場（全職員）に配布して署名の協力をお願いし

ました。 

② 緑十字機関紙配布時すべての配布者や理事に署名

の協力をお願いしました。 

③ 歯科診療所に署名コーナーがあり、全面的に署名の

目的を訴える用紙を貼り、協力を呼びかけていま

す。 

（補足） 

※署名期間が長いですが、職員に対しては、提出期限

を設定した結果、現在約 200 枚の署名用紙が集まっ

ている状況です。集まり次第県連に提出しています。

予約カルテに署名用紙を挟み込み、診療

終了後にスタッフから声掛けをして署名の

協力をお願いしています。 

共立歯科センター（山梨）では、 
歯ブラシセット販売のパッケージに 
署名シールを同封しています。 
おがげさまで販売数が爆増しています♪
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宮城の取り組み紹介！
■県連子どもの食糧支援活動で45筆 
宮城民医連・少子化子どもの貧困を考える委員会は、12月21日（土）に５回目の食糧支援を開

催し、79世帯 160名の子どもさんが来場しました。 

企画内容は、お弁当・生活物資・学用品の提供、保育士によるお遊びコーナー、医学生・看護学生

のお勉強支援、歯科衛生士・保育士による歯科・子育て相談コーナー、介護・保育・歯科署名コーナーを設けました。 

歯科相談では矯正診療について 2件、保険でより良い歯科署名がその場で45筆、後日返信用封筒でもたくさん署名が送

られてきています。子ども医療費無料化により保険診療は無料でできますが、学校歯科検診で歯並びの指摘を受けても保険適

応されない点に悩みを抱えている保護者が多いです。

■古川歯科
古川民主病院歯科では「今回こそ署名目標を達成しよう！」と職

員会議で呼びかけました。前回までは返信用封筒に署名用紙を入

れて受診患者に渡していましたが、今回は診療室で歯科医師・歯科

衛生士が署名の説明を行い、その場で署名していただくこととしま

した。請願項目を説明することで署名の意義を伝え、あわせて郵便

代金の節約にもなっています。また診療室で署名の説明をした際

は、電カルの PC 画面の患者名に☑をし、診療室で声かけできなかった際は受付で声かけしてもらうようなシステムにしました。

1月23日（木）には院内集談会があり、事務長が「保険でより良い歯科医療を求める」請願署名の取り組みや成果を発表し、

医科・介護職員に改めてアピールする予定です。まだまだ目標には到達していませんが、職員一丸となって取り組んでいきます！ 

歯科事業所の無い青森では！
歯科事業所の無い青森民医連は、県連目標2,000 筆を掲げ、12月中に目標を超過達成しています。 

 「署名の取り組みを県連理事会で確認し、歯科署名も平和・社保運動の署名と同様に大事であると位置づけて取り組んでい

ます」（県連事務局T さん談） 

 署名の到達を見ると、平和・社保・憲法はじめ、全ての分野でがんばっていることが分かります。県連の構えが大事ですね！ 

-歯科署名の目的- 

1990 年代に始まった「保険で良い入れ歯を」の運動から現在の「保険で良い歯科医療を」運動へと継続していく

中で、2024 年改定では学校歯科検診で歯並びを指摘されたこどもの「矯正相談料」が保険適用になるなど、一歩

ずつ前進している成果もあります。しかし、社会的困難によって歯科受診が抑制される実態を解決するには程遠い現

状です。 
現在取り組んでいる署名は「お金の心配をせず、安心して歯科医療が受けられるよう、窓口負担割合を下

げてください」「健康保険で受けられる歯科治療の範囲を広げてください」「歯科医療の充実に必要な国の予

算を大幅に増やしてください」の請願項目で、多くの患者・利用者、医療機関が賛同できる内容です。 

歯科事業所だけでなく、県連の社保運動の重点課題の一つとして位置づけ、全職員、共同組織へ呼びかけ

ましょう！

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 1月 17日 発行人：岩下明夫 
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けんせい歯科クリニック（大分）の取り組み紹介！
昨年 10 月から歯科発信で法人全体を巻き込み署名活動を行っています。次のような働きかけを行いました。 

① 歯科院所利用委員会で署名の説明と訴えのポイントを抽出。みんなで協力できる方法を相談し、すり合わ

せを行った。 

② 歯科職場会議で、署名の説明と法人全体で取り組むことを確認した。 

③ 健康づくり委員会で組合員さんへの協力依頼と署名用紙の配布を行っ

た。 

④ 県連理事会で署名について説明し法人内の職員へ協力依頼、職場ごと

に用紙を配布 

⇒次月の理事会で回収を行った。 

⑤ この他にも週１～２回院所利用委員の方に歯科待合室にて患者さんへ

説明し署名を促してもらった。また、11月８日（いい歯の日）に隣接する健生病院待合室でも署名活動を

行った。                                      

➡2025 年 1 月現在 1358 筆！！（目標数 1600 筆）寄せられました 

多くの方々の歯科医療制度改善に対する期待の大きさと受け止め、目標達成に向け一人でも多くお声が

けしていきたいと思います。 

けんせい歯科は開設 20周年をむかえました。わたしたちは開設前から歯科に関わり、月
1回はカムカム委員会（歯科院所利用委員会）を開催してきました。そのつながりの中で
歯科診療に対する理解が深まっていたこともあって今回の【保険でより良い歯科医療を

求める】請願署名への取り組みも協力が得やすかったのではないかと思います。また期限

を決めて集中して取り組めたことも良かったと感じています。
（11月 2日 署名推進キックオフ集会での橋本副理事長の発言より）

＜私のひとこと＞に寄せられた国民の声 

 保険適用の治療範囲を広げてほしい。負担割を下げてほしい 

 高齢に伴い医療のお世話になることが多くなり、かかる 

費用の心配も膨らんできます。中でも歯科治療は必須！ 

食べることの大事さを痛感しています。是が非でも請願を受入れてください。 

 いつも虫歯のトラブルで苦痛から助けてくださり、ありがとうございます。歯科

医療に従事される皆様が、安心して将来に希望を持てるようにお願いしま

す。 

 不正咬合治してあげたいけれど、かかる費用は 50 万円以上。保険適用があ

ったらと思い続けています。 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 2月 3日 発行人：岩下明夫 

署名到達数 
(2/1 時点)

41,175 筆/目標20万 

★署名到達を毎月末に歯科部までお寄せください。学習計画・目標をたて、職

員で共有しましょう 

★署名用紙の追加発送を受け付けています。歯科部事務局までご連絡ください
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全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 3月 15日 発行人：岩下明夫 

Pickup!	つるが生協在宅総合センター和
福井では、歯科以外の事業所の力も大きく、歯科から随分離れたところ

にある「つるが生協在宅総合センター和」では、毎回 200 筆以上と多くの

署名を集めています。所長が中心となり、全職員に署名を配布し、協力

を呼びかけていました。 
「介護施設では口腔ケアの需要が高く、 

要介護者や認知機能が低下した高齢者は、 

上手く歯みがきをすることが難しく、歯や 

口に汚れが残りがち。問題を発見したら、 

積極的に歯科受診につなげていきたいと 

考えている。また、私自身、歯科受診の 

予約にもどかしさを感じることが少なく 

なく、なかなか予約がとれない状況に妥協し、初期の虫歯治療を放

置してしまうことがあります。全ての人がいつでも安心して歯科医

療を受けることができるよう制度の充実を求めます」と森田所長から

メッセージをいただきました☆

つるが生協 

在宅総合センター和 

北陸（福井・石川）からの報告

Topic!	

石川より。自身の署名を書いた後に、 

「持っていって集めてきてあげる！」と 

言ってくださった患者さん。月１の SPT 

（歯周病安定期治療）で来院されています。 

「歯科医療は保険を使っても高額になってしまうこともあるし、自費

治療はトラブルも聞いたりして心配…。みんなが保険で安心して治

療を受けられるようになってほしいですね」 

Day-to-day 日々の取組 

昨年からの北陸、石川への支援ありがとうご

ざいます！ 

 被災者で自己負担金が免除となっている方

で、以前作った義歯（自費）が良かったと再作

製も自費の義歯を希望された方がいました。保

険適用で満足できる義歯ができれば…。食べ

ることは生きること。矯正も義歯も必要なもの

は保険で！ 

＊保険で良い義歯はできますが、患者さんの口腔
内の状態や必要な技術によっては自費の義歯にな
ることがあります 

医科・歯科・介護従事者、患者の思いを

受け歯科署名頑張りましょう！ 

患者さんからの声掛け

城北歯科（石川）では歯科医師、歯科衛生

士がチェアや待合室で署名を呼びかけ、受

付で受け取っています。 

2 月末現在で歯科集約は 614 筆、歯科以外

の事業所で 430 筆 合計 1,044 筆と目標

3,000 筆には遠いものの、頑張っています。 

 福井の 3 歯科職員は、診療室での患者へ

の呼びかけに重きを置き、取り組んでいま

す。勿論、地域組合員さんにも呼びかけ、多

くの署名を頂き、さかい歯科は２月末で目標

達成率 92.5％まで達成しました！

昨年 10 月から取り組んでいる「保険でより良い歯科医療を求める請願署名」は、20 万筆を目標に、

全国で取り組みが広がっています。6 月には、集めた署名を国会へ提出する、国会行動を予定してい

ます。残りの 3カ月でさらに運動を広げるため、4/18（良い歯デー）を含めた約2週間を“歯科署名運動

強化 week”とします。街頭宣伝や他団体への訪問、事業所に留まらない取り組みを企画しましょう！ 

詳細は、通達第ア-490 号（3/3 付）を参照してください。 

4/14（月）～4/25（金）は、 

歯科署名運動強化week です 

集まった歯科署名を国会に提出できるよう、準備を進めています。 

現在集まっている署名は、3/28（金）までに全日本民医連までお送りください。 

3/28（金）以降に集まった署名も随時、全日本民医連までお送りください。よろしくお願いいたします。 25



【香川】：こどもクリニックと連携し、4/17（木）に商店街で宣伝行動を予定している。県連からも参加予定。

【山梨】：4/20（日）に学習会を予定しており、保険医協会など歯科職員以外へも参加を呼びかける。 

【東京】：4/21（月）の県連歯科事務長会議後に JR 大塚駅前で 60分の宣伝行動を行う。 

【岡山】：県連歯科委員会で取り組みを提起し、歯科事業所がない法人へも呼びかけを行う。また、倉敷では

7歯科事業所合同で倉敷駅での宣伝行動を予定する。

医療福祉生協おおさかでは生協の社保平和委員会への申し入れを行いました。日本では歯科治療 

に必要な技術や時間に対して、診療報酬が適切に設定されておらず、歯科医療機関の経営が圧迫 

されていること、保険適応でない治療も多く高額な自費診療を選ばざるを得ない場合もあること、 

お金の心配をせずに安心して歯医者にかかることが出来るようにするため、保険適応範囲を広げ、 

窓口での患者負担の引き下げるを求める署名運動に協力を、と訴えました。この内容が法人理事会 

でも紹介され、歯科以外の職場や支部でも取り組みが行われています。 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 3月 27日 発行人：岩下明夫 

署名到達数
（3/27時点）
71,581 筆 
（目標 20万筆）

 6 月 5 日（木）は「保険でより良い歯科医療を求める請願署名」 

提出集会を行います。今からご予定下さい！！ 

 集まっている署名は頭書きを用いて、全日本民医連歯科部まで 

送ってください。詳細は「全民医発（46）第ア-272 号 

の別添④請願署名の留意点」を参照して下さい 

組合員も一緒に取り組む署名運動
（医療福祉生活協同組合おおさか） 

全ての歯科で行動しましょう 
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2025年 3月 29日（土）～30日（日）に全日

本民医連歯科奨学生会議を開催し、歯学生 14 名、衛生士学

生7名の21名が参加しました。今回は西成地区のフィール

ドワークやグループディスカッションを通し、SDHと民医連

の医療活動を学ぶことを目的に開催しました。久しぶりに対

面で開催し、学校生活の近況や課題共有など、歯科奨学生同士のつながりの場にもなりました。 

学習では貧困問題と日本の歯科医療の現状などを多岐にわたり学び、深めあいました。最後

に、2日間を通して、参加した奨学生たちが将来どのような歯科医療従事者を目指すかを発表

しあいました。 

また、学習の中で現在取り組んでいる「保険でより良い歯科医療を」請願署名運動の意義・

目的や自らが主体的に取り組むことの大切さを訴え、参加した奨学生たちも署名しました。 

更に、ほかの学生へも呼びかけ、運動を広げ

るために署名用紙を持ち帰ってもらいまし

た。未来の歯科医療を担う歯科奨学生たちと

自分たちの輝く未来の為にもこの運動を

より大きくし、たくさんの人たちへ呼びか

けていきたいと思います。 

 残り約 2 カ月弱の運動をさらに広げるため、街頭宣伝や他団体への訪問、要請行動等、診療室に留

まらない行動を積極的に企画しましょう！詳細は、通達第ア-490号（3/3付）をご参照ください。 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 4月 15日 発行人：岩下明夫 

署名到達数 4/15時点
88,777 筆 
（目標 20万筆）

6/5（木）署名提出行動日です！

「保険でより良い歯科医療を求める

請願署名」提出集会を行います。併せ

て、国会議員行動も行います。地元選

出議員へのアポイント等、今からご

準備下さい！！ 

集まっている署名を歯科部までお送りください！

提出集会に向けた準備を進めています。集まった署名は、全日本民

医連歯科部まで送ってください。 

＜注意事項①：署名記載＞ 

以下の署名は、無効になりますのでご注意ください！ 

鉛筆、フリクションボールペンで記入したもの 

氏名（苗字）を「 〃 」で記入したもの 

修正液・修正テープで修正されたもの 

印刷、FAX で送付されたもの 

＜注意事項②：全日本民医連への送付＞ 

 頭書きを添えて、総筆数がわかるように提出してください 

 署名をまとめる際、ホッチキスで閉じないでください。必ず上部

中央に穴をあけ、紐でまとめてください 

詳細は、通達第ア-272 号の別添④をご参照ください27



全日本民医連歯科部では、4/18（金）
の歯科部会後、よい歯デーの署名宣伝行動
を本郷三丁目駅（東京）で行いました。現在
の歯科医療の実態や請願項目３点について
訴え、署名協力を呼びかけました。学生や買

い物途中の方、「これから歯医者へ行く！」という方が足を止め、歯科への
要望や困っていることについて話をしてくれました。「歯科は高くて、痛くならないとなかなか受
診できない」、「保険料払ってるのに、なんで窓口負担を払う必要があるの？」、「矯正が必要な
子どもはたくさんいる」など、歯科への要望が多く出されました。   
また、「やっぱり歯科医師を増やす必要があるね」「歯科治療を充実させてほしい、頑張ってく

ださい！」などの励ましの言葉も聞かれました。多くの人が行きかう中、21 筆の署名が集まりま
した。 
また、街ゆく人の歯科受診の状
況を把握するため、シール投票を実
施し、97 名から回答を得ました。
「定期的に歯科を受診しています

か？」の問いに「受診している」が
65人、「受診していない／できない」が32人でした。 

4/18 よい歯デー行動

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 4月 19日 発行人：岩下明夫 

署名到達数：92,979 筆 
各県連・事業所の到達数を全日本民
医連歯科部まで報告してください。 
ご協力、よろしくお願いいたします。 

＊6/5（木）署名提出行動日です！

「保険でより良い歯科医療を求める請願署

名」提出集会を行います。併せて、国会議員行

動も行います。地元選出議員へのアポイント

等、今からご準備下さい！！ 

＊集まっている署名を歯科部までお送り

ください！

提出集会に向けた準備を進めています。集

まった署名は、全日本民医連歯科部まで送っ

てください。 

21筆の署名が

集まったよ！ 
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■東京での取り組み

4/21（月）、東京民医連の歯科

事務長会議後に、大塚駅前宣

伝を行いました。30 分ほどの行

動でしたが、8 筆の署名があつ

まりました！ 

■山梨での取り組み 
4/20(日)、よい歯デーの署名宣伝行動を甲府駅にて行ないました。歯科医療の実態

や請願項目について訴え、署名や歯科受診の状況を把握するため、シール投票を実

施しました。署名は 18 筆の署名が集まりました。シール投票では、55 名から回答を

得て、「定期的に歯科を受診していますか？」の問いに、

「受診している」が 40人、「受診していない/できない」が

15 人でした。対話では、「弟が矯正をしていて母親が治療費が高い！とボヤいていた」、「息子が

30 年前に矯正をしていた。当時すごくお金かかった。あれからまだ保険適用になっていないことに

驚いた」、「歯医者は待ち時間が長い。歯科スタッフが増えれば改善されるのかな」、「ホワイトニン

グとか保険適用になってほしい」などたくさんの声をいただきました。

■北九州での取り組み
4/23（水）小倉駅前で署名宣伝行動を福岡件歯科保険医協会北九州支

部と初めて共同で行い、36 名が参加しました。街頭では、署名は、窓口負担

の軽減や保険適用範囲の拡大、歯科医療に関する国の予算拡充等を訴え、

40 分で 84 筆の署名が集まりました。メディアにも働きかけ、テレビ 3 社

（KBC、ＲＫＢ、テレＱ）から取材を受け、夕方のニュースで放送されました。 

■岡山での取り組み
4/23（水）倉敷駅北口、南口デッキにて、「保険でより良い歯科医療を」署名行動が行わ

れ、倉敷医療生協の阿新・真備・倉敷・玉島・水島・児島歯科から総勢３５名が参加しまし

た。街頭での宣伝行動が初めての職員も多かったので、初めは緊張していましたが、新入

職員や若手職員も積極的に声をかけ、

１時間で２１筆の署名が集りました。また

地元ケーブルテレビの取材があり、くら

しき歯科所長の辻先生が署名の意義を

語りました。６月の国会要請行動でこの署名を届けます！！ 

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 4月 28日 発行人：岩下明夫 

4/14（月）～4/25（金）の約2週間を

歯科署名運動強化 week と位置づ

け、事業所外での宣伝行動等を呼

びかけ、各地で様々な取り組みが

行われました。 

署名到達数92,979筆／目標20万筆
29



北海道の取り組み紹介！   
勤医協もみじ台歯科診療所職員と厚別健康友の会世話人会との懇談会

を開催し、その中で保険でより良い歯科医療を求める請願署名の協力をお

願いしました。署名とあわせて私のひとこともお願いし、「全部の歯が保険

で治せるように」「安心して治療を受けられるように、保険適用の拡大、負

担割合の引き下げをしてください」「金属アレルギーのためかぶせものを

取り替えたが、自己負担が非常に高かった。改善を要望します」「米不足か

ら始まった物価高騰！なんでもかんでも高くなって生活がとても大変です。年金あげて自己負担は下げてくださ

い！！」「栄養摂取の源である口腔内が健康でいるには、入り口である歯を含めた口腔内が大切だと思います。経済

的な理由で左右されない様、国民が等しく医療を受けられる社会でありたいと思います」という声が寄せられました。 

地下鉄麻生駅前

にて署名宣伝行動

を実施しました。

今回の行動には、

歯科関係者9名（き

たく歯科 6 名、に

しく歯科 3 名）、北海道民医連事務局 3 名、労組本部 1

名、勤医協福祉会 2 名の総勢 15 名で市民へ呼びかけを

行いました。道行く市民に歯科医療の充実を求める声を

届けるとともに、保険適用の拡充の必要性を訴えました。

短時間の活動ながら、27 筆の署名が集まり、「歯科医療

の負担を軽減してほしい」「もっと気軽に受診できる制

度が必要だ」といった声が寄せられました。歯科医療の

充実に対する関心の高さが伺えるとともに、取り組みを

継続することで、より多く

の市民に歯科医療の課題

を知っていただき、政策改

善の後押しにつながるの

ではないかと考えていま

す。北海道全体での署名数は今回も1万筆を超えており、

全道の民医連の仲間や共同組織、さらには患者さんの多

くがこの請願に共感し、声を上げていることがわかりま

す。今後もさらなる署名活動や啓発を進め、より広範な

支持を得ながら歯科医療の改善を求めていきます。

勤医協札幌歯科・もみじ台歯科・札幌ふしこ歯科では

4/24（木）に運動強化 week の行動の一環として、地下鉄

菊水駅前で署名宣伝行動を行いました。歯科医療充実の

必要性や歯科医療従事者の切実な状況を訴え、署名への

協力を呼びかけました。わざわざ自転車から降りて話を

聞かせてくれた方、買い物途中で足を止め、署名に協力

した方々が多くいました。また、歯科医療に対する要望

については「子どもの歯の矯正費用

が高額で治してあげることができ

ない」「入れ歯も保険適用だけどそ

れでも高く感じている」といった声

がよせられていました。外に出て宣

伝行動を実施することで、歯科医療

充実に対する市民の関心の高さを

垣間見ることができました。要求実

現のためにも引き続き取り組みを前進させていきます。

メーデー参加職員みんなで署名行動に取り組みま

した！当日は天気も良く、ポスターなどを持ち、会場へ

向かう参加者に署名の協力を呼びかけました。お口の健康や口腔ケアなど、協力してくれた参加

者の歯科への関心や意識が高い方も多く、1時間ほどの短時間の取り組みで、400 筆近い署名を集

めることが出来ました。

3/29（土）友の会と懇談

全日本民主医療機関連合会 歯科部 発行日 2025年 5月 8日 発行人：岩下明夫 

4/24（木）強化 week 

5/1（木）メーデー 
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おいしく長生きのまちづくりをめざして～歯科委員会より～

「保険でより良い歯科医療の実現」を
求める請願署名の提出はお済でしょうか？

提出締め切り 5月31日（土）

「保険で良い歯科医療を」全国連絡会では、2019年
4月より歯科国会請願署名にとりくんでいます。
前回（2023年）は、約17万筆の署名を国会へ提出し
ました。
6月5日（木）署名提出集会を開催します。この日に
向けて署名のさらなる推進をお願いします。

署名用紙は、会員支援サイト内の全国発信
文書（2024-491-1）よりダウンロードできます。

歯科事業所だけでなく、医科事業所でもとりく
んでいただき、歯科医療の危機打開、保険でよ
り良い歯科医療の実現のために全国での運動
を積極的に広げていきましょう。

5/27現在

745筆

請願項目
• お金の心配をせず、安心して歯科医
療が受けられるよう、窓口負担割合
を下げてください。

• 健康保険で受けられる歯科治療の範
囲を広げてください。

• 歯科医療の充実に必要な国の予算を
大幅に増やしてください。
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保団連は、歯科署名推進のための院内掲示ポスターを作成しました。ポスターは、２月５日号

全国保険医新聞の折り込み用に届けます。その他の歯科署名宣伝物は、署名用紙、リーフ、ポケ

ットティッシュなどがあります。 

現在、協会・医会のみなさまから、署名用紙約 46万枚、リーフ約 23万枚、ポケットティッシ

ュ約４万個の注文をいただいており、歯科署名運動にご活用いただいております。 

署名集約数は、現時点で４万 15筆（保団連、民医連合算）です。署名宣伝物と合わせて、ポス

ターもぜひご活用ください。 
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 ピカえもん シーちゃん 

保団連歯科ニュース 

第 394号 （A4-1枚） 

２月５日号折り込み用ポスター 
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４（よ）１（い）８（は）と読む語呂合わせから、４月 18日は「よい歯の日」です。よい歯の

日にちなみ、歯科医師による電話相談を行っている保険医協会の紹介です。４月 13日には東海ブ

ロック４協会が、電話相談を同時実施します。 
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ピカえもん シーちゃん 

保団連歯科ニュース 

第 395号 （A4-1枚） 

愛知協会 静岡協会 

岐阜協会 

三重協会 

各協会・医会、連絡会でおこなう予定のよい歯の日

の活動や取り組みがございましたら、鈴木榛夏

（h_suzuki@doc-net.or.jp）まで、原稿をお寄せ

ください。歯科ニュースに掲載し、全国で共有いた

します。写真もあれば、原稿と一緒にお送りくださ

い。よろしくお願いします。 
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３月 8日理事会前宣伝 ドクター６人が参加し 14筆が集まりました。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名集約数：約 5000 筆（協会：2518 筆、民医連 2500 筆） 3/24現在 

目標３万筆達成に向けて頑張っています！ 
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ピカえもん シーちゃん 

保団連歯科ニュース 

第 399号 （A4-1枚） 

 

大阪連絡会は、署名活動推進のために３月より協会理事会前宣伝（第２土曜日・13時

～なんば周辺）、お大師宣伝（毎月 21日・午前中四天王寺周辺）をスタートさせまし

た。２つの宣伝で 50筆を超える署名が集まり、多くの市民とも対話できました。 

連絡会では４月・５月も宣伝を計画しています。 

 

３月 21日お大師宣伝 ドクター１人が参加し 41筆が集まりました。 
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佐賀県保険医協会は２月 22日（土）、多久市まちづくり交流センターあいぱれっとにて、佐賀

県の歯科技工士の現状と問題点について佐賀県歯科技工士会と懇談会を行った。技工士会からは

樋口寿郎会長、犬塚雅晴技対理事、落合充輝財務理事、寺崎太彦監事の４名、佐賀協会からは新

井良一副会長、梅津健太郎、藤瀬恭平、中島雅典各常任理事と事務局が参加した。 

 

技工士の高齢化 若者の技工士離れ 

樋口会長は現在の佐賀の歯科技工業界

について「歯科技工士の重労働と低賃

金」「若者の技工士離れ」「技工士の高齢

化」「小規模技工所の減少」などを挙

げ、歯科技工士の置かれている過酷な現

状を訴えた。 

全国歯科技工所アンケートの結果で

は、技工所の開設者で 30代未満はわず

か 4.4%、50代以上は８割超で高齢化は

深刻、後継者が不在の技工所は８割を超え、優れた技工技術は確実に引き継がれないことが予想

される。半数近くの従事者が週 70時間以上の異常な長時間労働を強いられており、１週間の休日

は「１日」が半数近くはあったものの、「ほとんどなし」が３割を超えていた。また、年収が 300

万円未満が約４割、500万円以下でも 65%と長時間労働の割に低賃金だ。このような労働条件を背

景に約３割が「５年後に自分自身が歯科技工士を辞めていると思う」と回答した。 

 

技工士不足に効果ない厚労省の政策 

超高齢社会の進行に伴い、義歯や補綴治療の需要は一層増加することが予想されているにもか

かわらず、歯科医療を支える歯科技工士は高齢化が進み、若い歯科技工士の離職が増加し、深刻

な技工士不足が進行している。厚生労働省が行っている現状の CAD/CAMシステムや IT技術の推進

による業務効率化、歯科技工士の診療補助や訪問歯科への帯同は、かえって歯科技工士に時間的

制約が増すばかりで、歯科技工士不足に対する政策としては効果が無い。労働条件への実効的な

対策なしには、将来的な歯科技工士不足と技工技術の継承の断絶は避けられない。 
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保団連歯科ニュース 

第 404号 （A4-1枚） 

広島県保険医協会では、広島県民主医療機関連

合会歯科委員会と「『保険でよい歯を』広島プロ

ジェクト」を開始し、協力して署名活動を行って

います。 

５月１日、晴れ渡る青空のもと、メーデーの参

加者に、歯科署名への協力を呼びかけました。 

高齢の方から「いつまでも自分の歯で美味しく

食事をしたい」、「全身の健康と関係していますか

ら歯を大事にしたい。長生きしたいですね」、30

代の方からは「被せ物をしてもらったけど高いで

すね。びっくりした」「仕事が忙しく、なかなか

歯科医院に通えていない」などのコメントが寄せ

られました。 

集会では、母親、高齢者、労働者、医療従事者、

被爆者など様々な立場から切実な訴えがありま

した。国民の権利をないがしろにしている政治を

許さず、憲法が生きる平和な日本にするために、

団結することの重要性を感じられるメーデーで

した。 

歯科技工士も 

一緒に署名活動 

ＳＮＳで動画やトピックスを配信 

歯科を取り巻く問題を知ってもらい署名につながるように、X 

（旧 Twitter）に動画やコメントをアップ。これまで１５０を超え

るトピックスをアップしています。 

保団連では５月１日、代々木公園でメーデーに参加し、歯科署名 151筆が集まりました。 
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福岡県歯科保険医協会と健和会大手町病院付属歯科診療所が、４月 23 日に小倉駅前で「保険で

より良い歯科医療を」宣伝行動を行いました。その様子が、テレビや新聞で報道されましたので

紹介いたします。 
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ＦＢＳ福岡放送 九州朝日放送[ＫＢＣ] 

ＴＶＱ九州放送[テレＱ] 

８４筆の署名が集まりました ☺ 
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ＵＲＬからもご覧いただけます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「歯科医療負担軽減・保険拡充を」ＪＲ小倉駅前で署名活動 

（九州朝日放送[ＫＢＣ]、2025 年 4 月 23 日） 

https://www.youtube.com/watch?v=OGKGVogGkOU 

→「近年の研究では、歯周病菌と認知症との関係などが指摘されていて、超高齢社会では、歯科 

医療がますます重要になる」とも報じられました。 

 

・歯科医師たちが保険の適用拡大を訴え署名活動 「歯と口の中の健康は体全体につながる」 

北九州市（ＦＢＳ福岡放送、2025 年 4 月 23日）

https://news.ntv.co.jp/n/fbs/category/society/fs0b09935639274763b4c242ad8384173f 

→「マイナ保険証の導入で受診を控える患者がいることに加え、医院側の経費負担も増えている

と主張し、紙の保険証との併用も求めています」とも報じられました。 

 

・保険でより良い歯科医療を求め 小倉駅前 医師らが街頭署名 全国で集めた署名とともに国会へ

提出/福岡（毎日新聞、2025 年４月 24 日 

https://mainichi.jp/articles/20250424/ddl/k40/040/151000c 

 

 

毎日新聞 
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香川協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の歯科署名 1131筆（５月中旬時点）を集約した香川協会さんに、署名活動のご報告をい

ただきましたので、紹介させていただきます。 
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保団連歯科ニュース 

第 406号 （A4-1枚） 

今回の署名活動について教えてください。 

香川協会では、保険でより良い歯科医療を求める署名の取組みを、

全会員に協力を依頼するとともに、県内の労働組合約 300 団体と

介護事業所約 800か所に協力を依頼しました。 

多くの団体、県民の皆さまから歯科署名にご協力いただいているんですね。 

今回の歯科署名に限らず、医療・介護・福祉等に関する署名について

は、以前（２５年以上前）から協力依頼をしており、「協力したいので〇〇

枚送って欲しい」「署名入りポケットティッシュを患者・利用者、家族など

に配布するので送って欲しい」などの申し出もあります。 

毎月街頭宣伝を行っているそうですね。 

社保協が毎月 25日に県内 3～4か所の駅頭で早朝宣伝を行っており、宣

伝物として署名入りポケットティッシュを活用しています。そうした取り組

みによって、今回も 1000筆を超える署名が寄せられました。長年、協会か

ら署名の協力をお願いしていることにより、直接顔を合わせることのない

団体、組織とのつながりが出来ていることは成果であると考えています。 
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市民の歯や口腔内の悩み相談に応じる 

岐阜県保険医協会 地域医療部は、４・18（ヨイハ）にちなみ、協会歯科役員・部員が市民の

歯や口腔内の悩みの相談に応じる「歯のなんでも電話相談」を、４月 13日の 10時～15時の時

間帯で開催した。また同日・同時間帯にて、愛知・三重・静岡の協会も実施しており、四協会合

同で開催した。なお岐阜協会での開催は、今年で 15回目となる。 

当日は７人の歯科医師が相談員として市民からの相談に対応し、午前・午後合わせて、10件

（午前４件・午後６件）の相談が市民から寄せられた。 

 

幅広い年代から 相談内容も多岐にわたる 

今回の相談者は 40代～80代と幅広く、また１件は県外からの相談であった。相談内容も多岐

に渡り、「朝起きると口の中がネバネバする。歯周病でないか心配」「歯の黒い汚れが気になる。

歯みがきの仕方や食べ物がいけないのか」「時々歯がしみるが、神経を抜いた方がいいのか」「接

着ブリッジにしたいと考えているが、通常のブリッジとどちらがよいか」といった相談が寄せら

れた。 
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市民の相談に応じる相談員の歯科医師 
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市民に寄り添い相談応じる 

静岡協会 歯科部会は４月 13日、「歯のなんでも電話相談」を協会事務所で実施しました。こ

の企画は毎年４月 18日を“ヨイハ（良い歯）デー”と設定し、県民に「口腔内を健康に保つこ

とが全身の健康維持にも繋がる」ことを広く伝えるとともに、日頃は疑問に思っていてもなかな

か聞けないことなどを気軽に相談してもらうことを目的に、静岡・愛知・岐阜・三重の東海ブロ

ック４県で同時開催しているものです。 

 歯科部会から清水・スミス・中島・溝口・安竹・渡邉歯科部員が担当となり、電話応対を行い

ました。１件の相談時間が 50分近くに及ぶものもあり、対応した部員は相談者の不安な気持ち

に寄り添いながら親身になって応えました。 

 

悩みに耳を傾けアドバイス 

 相談者は 50代～80代の年齢層で、Ｑ．「差

し歯を変えるにあたってメタルコアが太くて長

いので、このまま歯根端掻爬するか、歯内療法

専門医に任せるかどうしたらよいか。Ⅰ型糖尿

病があるのでインプラントも怖い」、Ａ．「まず

は歯内療法専門医に話を聞いてみるのもよいと

思う。専門医は歯根端切除、根充もできるので

相談してみてはどうか。インプラントにすぐし

なくても小さな１本義歯もある」、Ｑ．「左下４

番の根のあたりに穴が空いて膿が出てきた。自

費のクラウンを装着しており、かかりつけ医で

はもう歯は残せないと言われた。他に処置はできないか」、Ａ．「歯根部の骨吸収の程度にもよる

が、状況によっては歯根端切除という方法もある。膿がでてきたことからも骨吸収が認められる

ため、抜歯となった場合は２～３ヵ月様子をみて、骨の回復を確認してから矯正を検討してはど

うか。ただし病的に骨吸収が起きているため、健康な骨になるかどうかは判断が難しい」などや

り取りが行われました。 

令
和
７
年 

月 

日 

発行：全国保険医団体連合会 
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ピカえもん シーちゃん 

保団連歯科ニュース 

第 408号 （A4-1枚） 

歯のなんでも電話相談の様子 
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電話相談 50件 丁寧に対応 

愛知県保険医協会歯科部会は、市民にむし歯予防や歯の健康に対して関心を高めてもらうた

め、４月 18 日を「よい歯デー」として、毎年取り組みを行っている。その取り組みの一つとし

て、「歯のなんでも電話相談」を４月 13 日（日）午前 10 時から午後３時まで保険医会館で開催

した。 

当日は協会の歯科部員 16 人が、４本の臨時電話で市民からの相談に対応した。中日新聞など

での案内を見た市民から続々と相談が寄せられ、合計 50 件の相談に応じた。 

相談内容は、日頃の歯科治療の悩みを中心に、「詰め物をした歯がしみて困っている」、「歯を抜

いた後にブリッジか入れ歯か選ぶよう言われた。どちらにするとよいか」「歯肉が下がっていて気

になる」などが寄せられ、それぞれの相談に対し丁寧に答えた。 

あわせて募集企画として行った「はじめよう 健康つくる お口ケア」をテーマとした絵手紙

コンテストは、愛知県内の小・中学校を中心に 1320 点の作品が寄せられた。 

歯科部会での審査の結果、最優秀賞に大野美穂さん（茨城県）の作品が選ばれ、その他、各賞

に 111 点の作品を選出した。 

５月中旬から入賞作品の展示会を愛知県内各地で開催し、５月下旬以降は愛知協会のホームペ

ージに掲載していく。 

入賞作品掲載 URL→https://aichi-hkn.jp/for-citizens/19927 

 

令
和
７
年 

月 

日 

発行：全国保険医団体連合会 

5 

 29 

ピカえもん シーちゃん 

保団連歯科ニュース 
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歯のなんでも電話相談の様子 
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8

2025年１月15日第610号

　協会も参加する「保険で良い歯科医療を」京
都連絡会は、昨年11月より請願署名の取り組み
を開始しました。請願署名は、予算審議の流れ
に合わせ、国民の声を予算編成に反映させるこ
とを優先し、今年６月の通常国会に提出いたし
ます。今回の請願署名の要望項目は、従来通り

「患者窓口負担の軽減」、「保険適用範囲の拡
大」、「歯科医療充実のための国の予算増」の３
点を求めています。
　前回2023年の取り組みでは、最終的に全国20
万筆超、京都5,500筆の署名を集約し、京都選出
の国会議員４人の紹介議員を通じて提出いたし
ました。その結果、CAD/CAM冠の適用範囲拡
大や歯科矯正相談料の新設など保険適用範囲の
拡大が一部、実現することができました。さら
に国民が安心して歯科治療が受けられる医療制
度に変えていくためにも、政府に３項目の実施

を迫っていくことが必要です。
　会員の先生方におかれましては、2026年の診
療報酬改定に向けて、ぜひとも署名へご協力い
ただきますようお願いいたします。集まりました
署名用紙は、同封しております返信用封筒にて、
協会事務局までご返送いただきますようお願い
申し上げます。また、署名の協力を呼び掛ける
リーフレットも作成いたしました。署名用紙と
同送しておりますので、どうぞご利用ください。
　お忙しい時期のお願いで大変、恐縮ですが、
ぜひとも、スタッフのみなさんも含め、ご協力を
お願いいたします。なお、ご不明な点や署名用紙・
リーフレットの追加希望などがございましたら、
協会事務局までご連絡をお願いいたします。
　※ 署名用紙は５筆分の記載欄がありますが、

すべて埋まらなくても構いません。
　　１筆でも大丈夫です。

署名への協力を
呼び掛ける
リーフレットです。

新しい署名用紙です

「保険でより良い歯科医療を」ウェブ署名
署名集約日　中間：２月22日（土）、最終：５月24日（土）

ウェブ署名はこちら

――――――― 機関紙TIMES 新年号と一緒にお送りした署名とリーフレットです ―――――――

～2026年診療報酬改定に向けて～

『保険でより良い歯科医療の実現を求める請願署名』への『保険でより良い歯科医療の実現を求める請願署名』への
ご協力をお願いしますご協力をお願いします
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2025年４月15日第613号

　2025年３月13日、協会と「保険で良い歯科医
療を」京都連絡会は、従来の健康保険証の存続、
歯科医師の減少や歯科技工士の担い手不足など
課題が多い歯科医療提供体制の確保問題、そし
て、会員の先生にご協力をお願いしている「保
険で良い歯科医療を求める請願署名」の協力要
請のため、京都選出の国会議員への要請行動に
取り組みました。協会から、佐藤理事長、平田
副理事長、事務局が参加し、全国から医師・歯
科医師など150人が集まり、それぞれ地元の国
会議員に要請しました。
　午前中は、立憲民主党の泉健太衆議院議員

（京都３区）、山井和則衆議院議員（京都６区）を
訪問するも、秘書対応となり、秘書の方に要請
書と署名用紙を手渡し、歯科医療改善に向けて
の協力をお願いしました。その後、日本共産党
の堀川あきこ衆議院議員（近畿比例）を訪問し、
議員本人と懇談することができました。懇談で
は、平田副理事長から、マイナ保険証のトラブ
ルが医療現場では続いている状況を訴え、さら
に高齢者や認知症の方から健康保険証を取り上
げ、マイナンバーカードや暗証番号などを管理
することは困難であると指摘し、最低でも資格
確認書の全員発行を求めました。堀川議員は「従
来の健康保険証を残すことを、党としても求め
ている」と応えました。また、国家試験の合格者
数や歯学部定員が低く抑えられていることなど
により歯科医師が減少していること、過酷な労
働環境により歯科技工士が減り続け、歯科技工
士養成学校の廃校や定員割れが起きていること
など歯科医療提供体制が危機であると訴えまし
た。地方では人口減少により、無歯科医地区が

増えており、早
急な対応をお願
いしました。
　昼休みには、
保団連が「医療
を守れ！白衣の
アピール行動」
を開催し、衆議
院第２議員会館
前での宣伝行動
に参加しました。高額療養費制度の限度額見直
しに関して、子育て世代のがん患者さんや重い
病気の治療を続けている患者さんから、命に係
わる切実な訴えが続きました。参加した先生方
は白衣を羽織り、見直しの白紙撤回を求めて国
会に向けて声を張り上げました。国会議員９人、
マスコミ関係者４人も参加しました。
  午後からは、無所属の北神圭朗衆議院議員（京
都４区）は秘書対応でしたが、日本共産党の倉
林明子参議院議員（京都選挙区）、立憲民主党の
福山哲郎参議院議員（京都選挙区）とは懇談す
ることができました。懇談では、物価高騰と人
件費増に加え、昨年６月の診療報酬改定では低
すぎるため、多くの歯科医療機関の経営がひっ
迫している状況を訴えました。直近で取り組ん
だ歯科会員アンケートで寄せられた会員の声と
して、診療報酬の緊急改定（期中改定）による大
幅引き上げの実施が要望されていることや国か
らの経済措置が必要であることを伝えました。
今回懇談できた３人の国会議員には、６月に歯
科請願署名の紹介議員の要請で再来することを
告げ、行動は終了しました。

白衣の行動アピールに
参加する当会役員

左から堀川議員、倉林議員、福山議員

従来の健康保険証存続と従来の健康保険証存続と
歯科医療に関する要請行動に取り組む！歯科医療に関する要請行動に取り組む！
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2025年５月15日 第614号

　協会も参加する「保険で良い歯科医療を」京都連絡会では、「保険でより良い歯科医療を求める
請願署名」に取り組んでいます。現在、全国で約９万３千筆、京都では約4,000筆集まっていま
すが、国会議員へ国民の声として届けるためにも多くの署名が必要です。
　会員の先生におかれましては、１月に署名用紙を送付させていただきましたが、お手元に残っ
ていませんでしょうか？６月５日（木）に全国から医師・歯科医師等が国会に集まり、署名を提
出いたします。京都からも代表が参加して、京都選出の国会議員に要請する予定になっています。
　国会への提出日が近づいてきました。もし、署名がお手元に残っていましたら、署名用紙と同
封しました返信用封筒で協会事務局までお送りください。どうぞよろしくお願いいたします。

６月５日に国会へ提出いたします!!

お

手元
に残
ってい

ませんか？

保険でより良い歯科医療を求める請願署名保険でより良い歯科医療を求める請願署名

　
協
会
活
動
を
よ
り
活
発
に
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
声
・
情
報
・
ア
イ
デ
ア
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歯
科
界
や
、
審
査
・
指
導
に
対
す
る
不
満
や
要
望
、
協
会
に
対
す
る
率
直
な

意
見
や
要
望
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。
気
楽
に
お
書
き
下
さ
い
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

右
記
の
ハ
ガ
キ
を
ご
活
用
下
さ
い
。

（
匿
名
ご
希
望
の
方
は
そ
の
旨
ハ
ガ
キ
に
記
載
下
さ
い
）
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2025年５月15日 第614号
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患者・国民と医療従事者が手を携えた「保険で良い歯科医療」運動の推進を 

 

１．「保険で良い歯科医療を」全国連絡会の経過と成果 

（１）「保険で良い入れ歯を」全国連絡会の発足 

1992 年１月放映の NHK スペシャル「噛めない・話せない・笑えない－入れ歯の話

し」で入れ歯人口の 50％以上が「入れ歯の調子が悪い」と訴えていることが明らかに

され、その原因が低点数と指摘。国会では、与野党各党の国会議員が国会質問を行い、

政府に診療報酬の改善を迫った。 

こうした状況を受け、保団連は歯科医療提供者だけでなく、患者・国民の諸団体に

「保険で良い入れ歯を」運動を呼びかけ、９月に「保険で良い入れ歯を」全国連絡会が

発足。10 月には、全国各地で「入れ歯デー」に取り組んだ。高知、大阪、京都、千葉、

東京など各地でも連絡会が結成された。自治体での意見書採択運動が進み、最終的に

は、全自治体（当時 3200 強）の過半数（1600）に達した。厚労省も実態調査を行い、

保険適用のレジン床義歯の不採算を認め、1994 年診療報酬改定では、入れ歯の保険点

数が 40％上がるという大きな成果を得た。 

運動を全国民的なものにしていく過程で、1992年の高齢者大会では、「白内障眼内レ

ンズの保険適用」とともに「保険で良い入れ歯」をテーマとした分科会が設けられた。

以降、現在の「保険で良い歯科医療を」運動を進める中で高齢者大会では歯科関連の分

科会が設定され続けている。 
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「保険で良い歯科医療を」全国連絡会の活動の紹介 
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（２）「保険で良い歯科医療を」全国連絡会の発足 

「保険で良い入れ歯」運動は、その後、終息に向かうが、2000 年７月に「保険で良

い入れ歯を」全国連絡会は、「保険で良い歯科医療を」全国連絡会に名称を変更し、「入

れ歯」問題だけでなく、乳幼児から高齢者までを含めた歯科医療制度全体の改善を課題

に「保険で良い歯科医療」の実現に向けた運動に取り組むことになる。 

 

 

 ■全国連絡会および各都府県連絡会の結成・加盟 

1992年９月 

改称 2000年７月 

「保険で良い入れ歯を」全国連絡会 

「保険で良い歯科医療を」全国連絡会 

1993年４月 

改称 1996 年６月 

「保険で良い入れ歯を」千葉連絡会 

「歯科医療を良くする」千葉県連絡会 

1993年 10月 

改称 2005年 12月 

「保険で良い入れ歯を」東京連絡会 

「保険で良い歯を」東京連絡会 

2007年６月結成 「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会 

2008年 12月 「保険でより良い歯科医療を」長野連絡会 

2009年 11月 「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会 

2010年５月 「保険で良い歯科医療を」大阪連絡会 

2010年６月 「保険でより良い歯科医療を」大分連絡会 

2018年５月 「保険で良い歯科医療を」京都連絡会 

2018年７月 「保険でより良い歯科医療を」三重連絡会 

2018年９月 「保険適用拡大を願う会」（山梨） 

2019年 10月 「保険でより良い歯科医療を」宮城の会 

 

 

（３）全国連絡会および各都府県連絡会の取り組み事例 

   「保険で良い歯科医療を」全国連絡会では、全日本

民医連、医療福祉生協連、保団連の中央団体組織と各

都府県連絡会での関係団体との協力で、保険でより良

い歯科医療の実現を求める請願署名の取り組みや歯

科技工問題、子どもの歯科矯正の保険適用拡大などを

課題に運動を進めている。 

   歯科技工問題では、加盟団体や全国連絡会の取り組

みで、当該地域の歯科技工士会との懇談を行い、課題

や歯科技工料問題などの解決に向けた意見交換を行

っている。また、国会内での集会、厚労省要請を行い、

2022 年 10 月 29 日には、全国連絡会の総会とともに

「歯科技工問題を考えるシンポジウム」を開催して、

現地・WEB で歯科技工士・歯科医師ら約 160 人が参加して、歯科技工・歯科医療を

取り巻く現状や課題、そして解決策などの意見交換を行った。 

この間の歯科請願署名の集

約数 

2007年 26.9万筆 

2009年 23.0万筆 

2011年 29.3万筆 

2013年 34.6万筆 

2015年 29.1万筆 

2017年 31.4万筆 

2019年 26.9万筆 

2021年 25.0万筆 

2023年 20.0万筆 
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   子どもの歯科矯正の保険適用拡大では、山梨県の「保険適用拡大を願う会」（代表：

小尾直子氏）が中心となり、自治体意見書採択（2021年 11月現在、山梨県では全 27

自治体で採択）や子どもの歯科矯正の保険適用拡大をもとめる請願署名（2018年から

実施、計 81,417 筆提出）などを実施。また、2021年の第 204回通常国会会期中の衆

議院厚労委員会（6/16）では、「子どもへの歯科矯正への保険適用の拡充に関する請願」

が全会一致で採択された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✎歯科技工問題 歯科治療で使用するインレーやクラウンといったかぶせもの、入れ歯などの

補てつ物を歯科医師の指示のもと製作する歯科技工士または歯科技工所に関わる諸課題。厚

労省の審議会で働き方や ICT化への対応などが議論されるものの、十分な委託技工料が歯科

技工士（所）にわたらない課題（経済的な問題）への環境（委託技工に係るルール化など）お

よび制度（診療報酬の点数引き上げ）改善に係る議論はあまり行われていない。 

✎子どもの歯科矯正 歯科矯正は唇顎口蓋裂、トリーチャ・コリンズ症候群などの一部の先天

性疾患に該当するなどした場合に保険適用となる。学校歯科健診で不正咬合が指摘されて受

診を促されても、そのほとんどは保険適用とはならい。2022年診療報酬改定では、先天性疾

患の追加など若干の改善がされている。 
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